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「当たり前」のキセキ
校長 小笠原 恭史

今年度最後の全校朝会がありました。３年生がいない少し広く感じられ
た体育館で、１・２年生に話しておきたかったことがありました。これか
ら三中が目指すところについて次のような話をしました。（要約）

誰もが安心して居られる場所を築いていくためには「ルール」と「話合
い」が必要です。「ルール」は勝手を規制し、それぞれの自分らしさを守
るためのものだからです。「話合い」には協議、議論、討論など色々な形
がありますが、これからの三中では、互いの違いに折り合いを付けるため
の話合い～「対話」を大切にしていきます。生徒同士の対話、生徒と先生
の対話、学校とご家庭、地域の方々との対話を重ねながら、三中（学校）
が誰にとっても安心して居られる場所になっていくことを目指します。

来年度も、よろしくお願いします。

皆さんの起きている時間の大半は学校の時間です。学校は皆さんの
人生の多くを過ごす場所です。だからこそ、生徒一人一人、誰もが安
心して居られる場所でなければなりません。「当たり前」のことなの
ですが簡単なことでなくなっています。
このことを子どもたちの課題のように大人は言いますが、大人がで

きているわけではありません。例えばこの地球で、人類は人類の利益
を優先し、地球温暖化・沸騰化を招き、大気や海を汚染するなど、他
の命たちの住処でもある環境を脅かしています。また、自分の国のた
めに他国を攻める戦争が起きています。誰もが安心して居られる場所
は勢いをもって失われ、逆に誰かのために誰かが犠牲になることが地
球規模で広がっています。その広がりは、学校など子ども社会にまで
及んでいます。環境を脅かし、戦争を止められない大人社会から伝わ
ってきたものなのかも知れません。
そこで皆さんにお願いがあります。ここに“誰もが安心して居られ

る場所”を築いていくことに、共に挑んでくれませんか。生徒の皆さ
んと先生方が対話し、一丸となって取り組んでいきましょう。
大人もできていない、そして日本中多くの学校もできていない、こ

の「当たり前」を叶えるキセキを辿りましょう。

三中で一年間過ごしてきて、三中生に秘められる個性と可能性を強
く感じています。私は皆さんに不安はありません。皆さんを信じてい
ます。

三中学区の子ども像(15歳の姿) 地域を思い、未来に向かって主体的に学び、心身ともにたくましい子ども

３月９日（土）、４年ぶりに在校生も参列して、第７５回卒業証
書授与式が本校体育館で挙行されました。

式では昨年４月に着任された小笠原恭史校長から、卒業生一人一人に対し卒業証書がしっかりと手渡され
ました。
残念ながら来賓や地域の方々にご臨席いただくことはできませんでしたが、関係者各位の御理解・御協力

をいただき、無事に実施することができたことに感謝申し上げます。

暖冬の影響で、例年より早く開花となりそうなこの津軽に、春

の陽日が差し始める季節となりました。

雪解け水のせせらぎが聞こえてくる、春の弥生のこの佳き日、

無事義務教育九年間を終えられ、卒業証書を手にされた卒業生の

皆さん、ご卒業おめでとうございます。

これからみなさんは、決められた道ではなく、自分だけの新しい道、それぞれの人生を

歩んでいかれることでしょう。

さて、私達在校生は皆さんから数え切れないほどのたくさんのことを学びました。

部活動では、いつも優しく、そしてしっかりと私達を導いてくれました。

私は、入学したてで、右も左も分からないまま部活動の見学をしていました。

見学ができる最終日に剣道部の見学に行ったところ、先輩方は明るく迎えてくれ、私に

優しくわかりやすく教えてくださり、それがとても嬉しく思いました。そして、勇気を出

して剣道部の入部届を提出しました。

入部すると優しく私が理解しやすいように基本から忠実に教えてくださいました。

どんなに厳しく辛い、苦しい稽古でも先輩方がいるだけでとても心強く感じました。先

輩方からは剣道においての心構え、延いては生きていく上で大切なことも学びました。先

輩方から教わったことを活かして、これからも精進していきたいと思います。

部活動ばかりではありません。

三中の柱ともなる生徒会、委員会活動の面においても皆さんは積極的に行っていました。

三中のため一所懸命に活動に取り組むみなさんを見て、私達は何かのために力を尽くす

ことの大切さを学びました。様々な行事を企画・運営し、常に生徒全員の先頭に立って活

動してこられた生徒会執行部や委員会の方々の尽力に、心より感謝申し上げます。

三中生徒会最大の行事、「三中祭」では、みなさん一人一人が輝いていました。

笑顔あふれたバラエティーショー、三中史上初のシゲ広場でのサンセットフェスティバ

ル、三年生の先輩方のダンスに開・閉祭式など私達はあの数々の輝きを決して忘れません。

卒業生のみなさん、お別れの時が刻一刻と近づいています。

最後になりましたが、先輩方と共に中学校生活を送れたことを幸せに思います。本当に

ありがとうございました。

皆さんが選ぶ道に様々な困難が待ち受けていても、その困難を乗り越え夢の実現にたど

りつくことを信じています。

私達在校生は皆さんが築きあげてきた伝統を受け継ぎ、

その伝統を土台に新しい、よりよい三中を作っていくこと

を約束し、送辞と致します。

令和六年 三月九日 在校生代表 梅津 芽生

○思いやりの心をもち、共に生きる ○すすんで学び、あきらめない ○心と体をきたえ、笑顔を広げる



いつもより、雪の少ない冬でした。それでも時折、冬を取り戻
すかのように雪は降り、寒さが和らぐたびに桜のつぼみはふくら
んで春の気配を感じます。
今日は、私たち卒業生のためにこのような晴れやかな卒業式を

挙行していただき、ありがとうございます。昨年までは、新型コ
ロナウイルスの影響で、制限があった卒業式でしたが、本日は、ご来賓の皆様や保護者の皆
様、在校生の皆さんに見守られながら卒業式を行うことができて、とても嬉しく思います。
本日はご臨席いただき、本当にありがとうございます。こうして、私たち卒業生１５１名は
本日、思い出多き三中を巣立ちます。
三年間を振り返ってみると、第三中学校で過ごした日々の思い出が、鮮やかに蘇ってきま

す。
新型コロナウイルスの影響で、入学式をはじめ、学校行事の規模縮小や、部活動の制限が

あった一年生。不安もありましたが、優しく教えてくれた先輩方、先生方のおかげで、私た
ちは三中での生活に慣れていくことができました。
クラス替えがあり、先輩としての自覚を持ち始めた二年生。コロナ禍による制限も緩和さ

れ、少しずつ本来の学校生活を送れるようになりました。
どの行事にも「最後の」が付くようになった三年生。修学旅行やスポーツフェスティバル、

中体連、卍学体験学習、合唱コンクールなどを、後悔しないよう、全力で取り組むことがで
きました。特に印象に残っているのは、「Cｈaｌｌeｎｇe～踏み出そう夢への一歩～」のも
と行われた、三中祭です。準備に苦労することも多々ありましたが、終えた今は、楽しかっ
たという思いが勝っています。仲間と共に見た花火の感動や、最後まで終えたときの達成感
は、一生忘れられないと思います。一人一人が「Cｈaｌｌeｎｇe」したからこそ、どんな行
事も思い出深いものになりました。そして、受験勉強には、仲間と励まし合い、助け合いな
がら、それぞれの夢に向かって取り組むことができました。
共に過ごした仲間たちへ。私たちは三年間の学校生活を通し、「仲間」の大切さを学ぶこ

とができました。毎日過ごした教室での日々、全力で楽しんだ学校行事、喜びも悔しさも分
かち合った部活動、どれもこれも一人だけではできないことです。仲間がいたから楽しめた、
仲間がいたから一歩踏み出せた、そう私は思っています。今まで本当にありがとう。

♪ 新たな世界の
入口に立ち
気付いたことは

一人じゃないってこと
瞳を閉じればあなたが

瞼の裏にいることで
どれほど強くなれたでしょう

あなたにとって私もそうでありたい ♪
明日からはそれぞれの道に旅立ちますが、私たちにはこれまで過ごしてきた日々と仲間がい
ます。この三年間の思い出を胸に、これからも「Cｈaｌｌeｎｇe」していきましょう。
在校生の皆さんとは、部活動や生徒会活動で協力して取り組んだことが印象に残っていま

す。これから最高学年となる二年生、先輩になる一年生の皆さんは、「Cｈaｌｌeｎｇe」す
ること、そして仲間の大切さを忘れずに、三中の伝統を引き継いでいってください。
こうして私たちが卒業の日を迎えられたのは、様々な方々の支えがあってこそです。
いつでも私たちのことを考え、学校生活を支えてくださった先生方。三年間でたくさんの

ことを教わりました。先生方の支えと励ましがあったからこそ、楽しく過ごすことができま
した。本当にありがとうございました。
本日ご臨席をいただいておりますご来賓の皆様、お忙しい中、私たちの門出を祝福してい

ただきありがとうございます。皆様の励ましを心に刻み、前進していきたいと思います。
そして、私たちにたくさんの愛情を注ぎ、育ててくれた家族へ。心配を掛けることもあり

ましたが、いつでも私たちのそばで見守り、支えてくれ、
本当にありがとうございました。これからもお世話になり
ますが、よろしくお願いします。
この１５１名の仲間たちと共に、第三中学校で三年間過

ごせたことを誇りに思います。三年間、私たちを支えてく
ださった全ての人に感謝すると共に、これからの第三中学
校の発展をお祈りして、答辞といたします。

令和六年三月九日 卒業生代表 宮﨑奏和

三中学区の子ども像(15歳の姿) 地域を思い、未来に向かって主体的に学び、心身ともにたくましい子ども

新年度（４月）の主な行事
1 月 特別職員会議、学年部会他 16 火 平常6時間、1年:心臓病検診

ＧＰＳ委員会
2 火 学年部会、指導部会他 17 水 短縮5時間、②交通安全教室

新入生学級発表13:00～16:00 職員会議15:00
3 水 職員会議、指導部会他 18 木 平常6時間、

3年:全国学力･学習状況調査（①国語②数学）
4 木 学年部会、新学期準備 19 金 参観日－PTA総会、下校14:40
5 金 新任式8:40、入学式・始業式13:45 20 土
6 土 21 日
7 日 22 月 短縮5時間、生徒会委員会15:45

眼科検診（全学年）13:30
8 月 平常5時間、給食開始 23 火 平常6時間、全校朝会

①～③総合、全校集会、学活 1年:内科検診13:15、学校運営協議会16:00
9 火 平常6時間、新入生歓迎会、部活動説明会 24 水 平常5時間、尿検査委一次

身体測定、写真撮影
10 水 平常5時間 25 木 短縮3時間、給食なし（生徒下校11:55）

1年知能検査（全学年）、全校集会 中教研総会･理事会（三中）
11 木 平常5時間、標準学力検査（全学年） 26 金 短縮6時間、2年歯科検診、

部活動組織会15:45
12 金 短縮6時間、3年歯科検診 27 土

生徒会委員会組織会15:45
13 土 28 日
14 日 29 月 昭和の日
15 月 平常5時間、校内研修 30 火 平常6時間

3年：全国学力･学習状況調査（生徒質問調査）
※3／22現在の予定です。今後変更になることもありますので週報等でご確認ください。

本日、今年度の教職員人事異動が発表されました。
退職・異動される各先生方は、様々な思い出を胸に三中を去られるこれることと思います。各先生

方には、新しい場所でも大いに御活躍されることを祈念いたします。
■退職

教 諭：山 内 時 治（再任用終了)
教 諭：池 田 茂 （再任用終了）
教 諭：豊 田 美穂子（再任用終了）

■転出者
教 頭：須 郷 祐 一（役職定年・弘前市立第一中学校へ）
教 諭：乳 井 政 志（弘前市立第二中学校へ）
教 諭：鈴 木 佐紀子（弘前市立第四中学校へ）
教 諭：花 塚 順 子（弘前市立津軽中学校へ）
教 諭：豊 澤 壽 嗣（弘前市立第五中学校へ）
教 諭：前 田 のどか（弘前市立第五中学校へ）
教 諭：豊 巻 裕 二（中南教育事務所へ）
養護教諭：左 川 佳 子（黒石市立中郷中学校へ）
講 師：三 浦 恵 子（平川市立平賀西中学校へ）
講 師：角 田 大 地（弘前市立東中学校へ）
講 師：駒 目 瞳 （弘前市立新和中学校へ）
講 師：渋 谷 圭 哉（弘前市立東中学校へ）
主 事：千 葉 里 奈（藤崎町立常盤小学校へ）
非常勤講師：赤 石 康 人（平川市立尾上中学校へ）

また、下記の先生方が本校に転入されます。
転出される先生方同様に、その力を存分に発揮され、三中のために頑張っていただけるものと思い

ます。生徒の皆さん、保護者の皆様、地域の皆様、どうぞよろしくお願いします。

■転入・採用者
教 頭：前 田 達 哉（弘前市立石川中学校より）
教 諭：日 景 睦 雄（弘前市立第二中学校より）
教 諭：田 中 宏 明（弘前市立東目屋中学校より）
教 諭：佐 藤 幸 子（弘前市立第四中学校より)
教 諭：天 内 久 勝（弘前市立南中学校より）
教 諭：中 村 真木子（弘前市立裾野中学校より）
教 諭：小 野 みか子（弘前市立裾野中学校より）
教 諭：對 馬 歩 （弘前市立第二中学校より）
教 諭：菊 池 貴 幸（弘前市立津軽中学校より）
教 諭：齋 藤 育 子（弘前市立第五中学校より）
教 諭：相 内 才 門（新採用）
教 諭：竹 谷 のの奏（新採用）
教護教諭：青 島 千映子（弘前市立第三大成小学校より）
講 師：對 馬 朝 子（新規任用）
講 師：松 本 毅 （新規任用）
主 事：浦 内 真 穂（新採用）

○思いやりの心をもち、共に生きる ○すすんで学び、あきらめない ○心と体をきたえ、笑顔を広げる


